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１． はじめに  

(1)研究の背景と目的 

 現在，歩行者数のカウント調査は，従来からの人

手による調査が主である．従来の方法では，多くの

調査人員を必要とし，調査回数の安易な増加は難し

い．加えて，調査日の気象条件によっては，特異な

観測結果となっている可能性がある．また，調査人

員減のために映像解析によって歩行者数をカウント

する方法もあるが，映像記録されることからプライ

バシーや解析費用が高額になるなどの課題がある． 

そこで本研究では，映像解析などの必要がなく，

赤外線を利用した歩行者通行量計測カウンター

「PYRO-Box」（Eco-Counter 社製）を用いて，歩行

者交通量の常時観測の可能性を検討する． 

(2)既存研究と本研究の位置づけ 

これまでにも歩行者数や挙動を調査するための研

究はいくつかなされている．庭川ら１)は，監視カメ

ラの映像を使用して，群集の時間的かつ空間的な混

雑度を映像解析により分析し，群衆の発生規模や時

間などを定量的に示した．鈴木ら２)は，一般的な PC
と家庭用のデジタルビデオカメラを用いて，詳細な

挙動を捉えられ，膨大な時間と労力を必要とする軌

跡データの収集作業を飛躍的に効率化するシステム

の開発した．関本ら 3)は，携帯電話の GPS や基地局

ベースの通信記録などのビックデータから，人々の

流動の分析手法，留意点などを述べた．しがしなが

ら，これらの研究では，専用機材や特殊なデータを

用いているため一般的な導入は容易ではない． 
そこで本研究は，PYRO-Box を用いた長期間調査

から，気象条件（天候と気温）と歩行者交通量の関

係を分析し連続的調査の必要性を述べている． 
 

２．データ収集方法および分析に用いたデータ 

 本研究では，宇都宮市の中心市街地に位置する商

店街「オリオン通り」及び，JR 宇都宮駅に接続する

「JR 宇都宮駅自由通路」の 2 箇所で計測を行った．

PYRO-Box の設置期間は，オリオン通り（2 月 26 日

から 5 月 21 日の 83 日間），JR 宇都宮駅自由通路（5

月 23 日から 7 月 20 日の 59 日間）である． 

歩行者交通量のデータは15分ごとに記録されるが，

本分析では，時間帯グループ別に集計値で分析を行

った．時間帯グループ別とは，朝方（6 時から 10 時），

日中（11 時から 15 時），夕方（16 時から 19 時），夜

間（20 時から 5 時）とした 4 区分である.また，本研

究で用いた気象データ 4)についても，気温は時間帯

グループでの平均値，降雨の有無については時間帯

グループ内での降水量が確認された場合には降雨有

と判定している． 

 

３．時間帯別平均気温と歩行者交通量の関係  

 日中（11 時から 15 時）における時間帯別平均気温

と歩行者交通量の関係を図-1 に示す． 

中心市街地に位置するオリオン通りは，平日休日

共に，時間帯別平均気温が上昇するにつれて交通量

が増加する傾向にある．一方で，JR 宇都宮駅自由通

路は，平日休日共に，時間帯別平均気温が上昇する

につれて歩行者交通量が減少する傾向にある．オリ

オン通りでは，2 月から 5 月と春季であったことから，

歩行者交通量が増加したと考えられる．一方，JR 宇

都宮駅自由通路は，5 月から 7 月の夏季に計測を行っ

たことから，暑さを避け日中の外出を控えたために

歩行者交通量が減少したと考えられる． 

なお，夜間（20 時から 5 時）など他の区分では，2

地点で気温と歩行者交通量の相関がみられなかった． 
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近似曲線（オリオン通り（平日））
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図-1 日中における気温と歩行者交通量の関係 

 

４．降雨の有無と歩行者交通量の関係 

 降雨の有無と歩行者交通量の関係を図-2，図-3 に

示す．オリオン通りは，降雨日の方が無降雨日より

も歩行者交通量が減少する．特に，日中における降

雨の有無が歩行者交通量の差を大きくしている．JR

宇都宮駅自由通路は，降雨日の方が無降雨日よりも

歩行者交通量が増加している．特に夕方（16 時から

19 時）の降雨の有無が歩行者交通量の差を大きくし

ている．歩行者の詳細な通行目的は不明であるが，

中心市街地に位置するオリオン通りでは，降雨によ

って買い物行動などの外出が控えられ歩行者交通量

が減少したと考えられる．一方で，JR 宇都宮駅自由

通路は，降雨によって交通手段を変更して公共交通

などを利用したために，歩行者交通量が増加してい

ると考えられる．  
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図-2 降水量と交通量の関係（オリオン通り） 
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図-3 降水量と交通量の関係（JR宇都宮駅自由通路） 

５．おわりに 

 本研究では，PYRO-Box を用いて歩行者交通量調

査を行い，連続して記録された歩行者交通量をもと

に，気温ならびに降雨の有無との関係を分析した．

その結果，以下の傾向が読みとれた． 

・気温と歩行者交通量の関係からは，日中帯の平均

気温が高くなりすぎると歩行者交通量が減少する傾

向にある． 

・降雨の有無と歩行者交通量の関係からは，降雨の

有無によって歩行者交通量が増減する傾向にある．

特に，中心市街地に位置する商店街では，降雨によ

って買物行動などの外出が控えられ歩行者交通量が

減少する傾向にある．一方，交通結節点に接続する

ＪＲ宇都宮駅自由通路は，降雨により交通手段が変

更され歩行者交通量が増加する傾向にある． 

 以上より，気象条件が，歩行者交通量に影響を与

えていることから，特異日での観測など歩行者交通

量の異常値を調査結果として取り扱わないためにも，

本研究で用いた機材のように，連続して歩行者交通

量を観測する機材を用いて歩行者交通量を調査する

ことが重要であると考える. 
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